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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 9日 (2004.4.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 同 一 加 工 機 内 に ウ ー ル 、 水 、 及 び 浸 透 剤 を 投 入 後 、 常 温 で 浸 漬 し て 前 処 理 し 、 次 い で 、
先 ず 酸 性 溶 剤 、 次 に 第 １ ア ル カ リ 性 溶 剤 、 続 い て 第 ２ ア ル カ リ 性 溶 剤 を 、 各 々 常 温 又 は 低
温 域 で 順 次 、 適 宜 な 間 隔 を 設 け て 連 続 投 入 し た 後 、 加 熱 し 、 一 定 時 間 浸 漬 す る こ と を 特 徴
と す る 物 性 の 優 れ た ウ ー ル の 製 法
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 酸 性 溶 剤 が 、 過 酸 化 水 素 水 で あ り 、 第 １ ア ル カ リ 性 溶 剤 が の 溶 剤 で あ
り 、 且 つ 第 ２ ア ル カ リ 性 溶 剤 が ピ ロ リ ン 酸 塩 の 溶 剤 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 製 法
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 2ア ル カ リ 性 溶 剤 を 投 入 後 、 一 定 時 間 浸 漬 し 、 さ ら に 充 分 洗 浄 後 、 加 熱 し て 煮 沸
す る 処 理 を 行 う 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 製 法
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 製 法 で 得 ら れ た 物 性 の 優 れ た ウ ー ル
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 物 性 が 耐 洗 濯 性 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ ー ル
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 物 性 が 、 消 臭 性 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ ー ル
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 物 性 が 抗 ピ リ ン グ 性 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ ー ル
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 物 性 が マ イ ナ ス イ オ ン 放 射 性 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ ー ル
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 耐 洗 濯 性 が 、 防 縮 性 、 耐 光 洗 濯 性 、 摩 擦 性 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の ウ ー ル
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 上 記 物 性 が で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の ウ ー ル
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ） 脂 付 き 原 毛 ウ ー ル や 洗 化 炭 処 理 ウ ー ル 、 天 然 洗 剤 や 合 成 洗 剤 で 洗 毛 処 理 さ れ た ウ ー
ル 等 に も 適 用 出 来 る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ２ ） ウ ー ル の 原 毛 （ ス カ ッ ド 洗 毛 を 含 む ） 、 ト ッ プ フ リ ー ス （ 紡 毛 、 そ 毛 紡 用 ） 、 糸 （
紡 毛 、 そ 毛 紡 績 糸 、 空 気 精 紡 糸 、 単 糸 及 び 撚 糸 ） 、 生 地 （ 編 み 、 織 り 、 及 び 不 織 布 ） 、

も 適 宜 同 様 に 適 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 本 処 理 は 常 温 又 は 低 温 で 、 適 宜 な 間 隔 を 設 け 、 各 溶 剤 を 順 次 、 連 続 投 入 す る 。 先 ず
（ Ａ ） 酸 性 溶 剤 を 投 入 す る 。 こ の 際 の 酸 性 溶 剤 と し て は 、 代 表 的 に は 酸 化 物 質 、 更 に 具 体
的 に は 過 酸 化 水 素 の 水 溶 液 を 好 ま し い も の と し て 例 示 出 来 、 そ の 濃 度 は 通 常 ３ ５ ％ 過 酸 化
水 素 水 が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 こ の 際 、 他 の 酸 性 溶 剤 も 使 用 出 来 、 必 要 に 応 じ ２ 種 以 上 併
用 し て も 良 い 。 ま た 場 合 に よ っ て は 酸 性 溶 剤 の 一 部 を 最 後 に 分 割 し て 使 用 す る こ と も 出 来
る 。 酸 性 溶 剤 は 大 量 に 使 用 す る の を 基 本 と し 、 そ の ウ ー ル の 応 じ て 使 用 量 を 調 整 す
る 。 通 常 は ウ ー ル 総 重 量 に 対 し 、 約 １ ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ 好 ま し く は １ ５ ～ ２ ０ 重 量 ％ 程 度 で
あ る 。 浸 漬 時 間 は ３ ０ ～ ７ ２ ０ 分 好 ま し く は ６ ０ ～ ９ ０ 分 程 度 で あ る 。
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